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公文書館だより 

 

「電子政府」「電子区役所」への取り組みは、急速に

ません。電子自治体の設立は、さまざまな電子情報

将来に電子の記録も公文書館に移管され、大切な情

なりません。電子の記録を紙の文書と同じルールで

きな課題となっています。 

 え？ 省スペース化、ペーパーレスによる環境保護

等々、保存の面からも長所が多いという気がするけ

 

 電子記録の保存問題 
 

 ＩＴといえば利便性、経済性、時間効率など明るい

に引き寄せ、整理し、即時性を持って利用可能にす

を考えると活用しない訳にはいきません。しかし、電

善を進めていかないと、文書の管理システムや公文

しまう危険性があります。 

 

 電子記録の短所 

○機械可読記録であるため可視性がない ⇒ 機械

                              クリ

○ ハード・ソフトの技術が陳腐化しやすい ⇒ 機械

○ 修復がしにくい                ⇒ 一か

○ 電子媒体の保存性・信頼性が低い    ⇒ フロ

○電子媒体の変換作業が必要       ⇒ 記録

○原本性が保証しにくい           ⇒ 改ざん

 

 優れた情報通信技術のリスクも、保存の世界では

文書館の存在が当たり前の諸外国では、電子記録

ています。記録の代替化の方法と技術を検討してい

には相当の財源が必要になることも忘れてはなりま

 便利さを求めるあまり、過去の記録が未来への架

タを持たない人にも平等に情報アクセスできるように

ん。公文書館に電子記録が移管された時に対応す

からの連携で、可能ならば文書の発生する段階から

っているのです。将来の人々に笑われないために…
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進むＩＴ革命に対応して避けて通ることはでき

（文書）を作成することにつながります。近い

報として保存していく必要を予想しなければ

運用していくことは、実は公文書館にとって大

、紙の資料より検索が簡単……… 

れど課題って何ですか？？？ 

話題に集中しがちです。溢れる情報をじょうず

る。そのことによる管理コスト低減化の可能性

子記録の特性とリスクをしっかり認識し事務改

書館の保存システムがうまく機能しなくなって

がないと読めない 

ック一発の誤りで消えてしまう危険も 

の進歩や変化が原因で記録が読めない 

所の破損がデータ損失になりやすい  

ッピーディスクの寿命は２０年？ 

を残すために莫大な経費がかかる 

やすりかえ、完全消去などが容易 

勇気を持って口にしなければなりません。公

が長期保存に不向きであることを指摘し始め

くことが重要な課題なのです。そして、代替化

せん。 

け橋を失うことがないように、また、コンピュー

、知る権利を保障していかなければなりませ

るのでは遅いと思っています。現用文書時代

何をどう保存すべきかを考えていきたいと思

…。 

   裏面あり  




